
令和６年３月２６日（火）

午後１時３０分開会

第２庁舎８階　８０１会議室
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代 処 第 ６ 号 職員の分限処分に関する代理処理について

議案第１２号 職員の人事異動について

報 告 事 項

小金井市東センター及び貫井北センターのサウンディング型市場調査の実施に
ついて

その他

今後の日程

令和６年度小金井市立校長・副校長の人事異動について

代 処 第 ５ 号 職員の併任に関する代理処理について

令和５年度小金井市教育委員会児童・生徒表彰について

議 案 第 ８ 号 小金井市学校運営協議会委員の解嘱について

小金井市学校運営協議会委員の委嘱について

議案第１０号 小金井市スポーツ推進委員の委嘱について

議案第１１号 小金井市図書館協議会委員の委嘱について

令和５年度働き方改革のまとめ及び令和６年度働き方改革の計画について

小金井市奨学資金支給条例施行規則の一部を改正する規則

議 案 第 ７ 号 小金井市教育委員会職員の勤務時間等に関する規程の一部を改正する規程

議 案 第 ９ 号

令和６年第３回小金井市教育委員会定例会議事日程

議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　題

会議録署名委員の指名

議 案 第 ６ 号



議案第６号 

 

 

   小金井市奨学資金支給条例施行規則の一部を改正する規則 

 

 

 小金井市奨学資金支給条例施行規則の一部を別紙のように改正する。 

 

 

     令和６年３月２６日提出 

 

          小金井市教育委員会 

             教育長 大熊 雅士 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（提案理由） 

奨学生選定時の公平性を確保するとともに、様式の整備を行うため、本案を提出す

るものであります。 



別紙 

   小金井市奨学資金支給条例施行規則の一部を改正する規則 

 

 小金井市奨学資金支給条例施行規則（昭和３５年教育委員会規則第４号）の一部を

次のように改正する。 

 

 第２条第１項中「奨学生となることを希望する者」の次に「（以下「希望者」という。）」

を加え、「の各号」を削る。 

 第５条第１項中「すべて」を「全て」に改める。 

 第６条中「の各号」を削る。 

 第１０条の次に次の１条を加える。 

 （除斥） 

第１０条の２ 委員会の委員は、本人又は希望者の配偶者もしくは３親等以内の親族

に関する審議から除斥される。 

 様式第２号中「、家庭」を削る。 

 

付 則 

この規則は、令和６年４月１日から施行する。 

 



議案第６号資料 

 

 

小金井市奨学資金支給条例施行規則の一部を改正する規則新旧対照表 

  

改正規則 現行規則 備考 

（奨学生の出願） 

第２条 奨学生となることを希望する者（以下「希望者」と

いう。）は、次に掲げる書類を市長に提出して出願しなけ

ればならない。 

⑴ 

～   省略 

 ⑷ 

（奨学生選定の方法） 

第５条 市長は、第２条の規定に基づく出願を、全て奨学資

金運営委員会（以下「委員会」という。）の諮問に付さな

ければならない。 

２ 省略 

３ 省略 

 （選考基準） 

第６条 前条第２項の規定により定める選考基準は、次に掲

げる事項を明らかにしなければならない。 

 ⑴ 

 ～   省略 

 ⑶ 

（除斥） 

第１０条の２ 委員会の委員は、本人又は希望者の配偶者も

しくは３親等以内の親族に関する審議から除斥される。 

 

   付 則 

 この規則は、令和６年４月１日から施行する。 

（奨学生の出願） 

第２条 奨学生となることを希望する者は、次の各号に掲げる

書類を市長に提出して出願しなければならない。 

⑴ 

～   省略 

 ⑷ 

 

（奨学生選定の方法） 

第５条 市長は、第２条の規定に基づく出願を、すべて奨学資

金運営委員会（以下「委員会」という。）の諮問に付さなけ

ればならない。 

２ 省略 

３ 省略 

 （選考基準） 

第６条 前条第２項の規定により定める選考基準は、次の各号

に掲げる事項を明らかにしなければならない。 

 ⑴ 

 ～   省略  

 ⑶ 

 

   

 

 

規定の整備 

 

 

 

 

 

 

同上 

 

 

 

 

 

同上 

 

 

 

 

 

除斥に関する

規定の追加 

 



議案第６号資料

備　考

様式第２号（第２条関係） 様式第２号（第２条関係）

大学 学部 大学 学部

立 高等専門学校 立 高等専門学校

高等学校 高等学校

科 学年 科 学年

参考事項から、家庭
に関する規定を削除

（宛先）小金井市長 （宛先）小金井市長

奨学生として推薦します。 奨学生として推薦します。
　　年　　　　月　　　　日 　　年　　　　月　　　　日

学校長 職印 学校長 職印

※　行動の記録は、Ａ・Ｂ・Ｃの段階記号により記入してください。 ※　行動の記録は、Ａ・Ｂ・Ｃの段階記号により記入してください。
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改　正　規　則

小金井市奨学資金支給条例施行規則の一部を改正する規則新旧対照表

現　行　規　則

小 金 井 市 奨 学 生 推 薦 調 書

責

任

感

根

気

強

さ



議案第７号 

 

 

   小金井市教育委員会職員の勤務時間等に関する規程の一部を改正する規程 

 

 

 小金井市教育委員会職員の勤務時間等に関する規程の一部を別紙のように改正する。 

 

 

     令和６年３月２６日提出 

 

          小金井市教育委員会 

             教育長 大熊 雅士 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（提案理由） 

令和６年４月１日から、図書館本館の開館時間を午前１０時から午後７時までに拡

大することに伴い、職員の勤務時間を変更する必要があるため、本案を提出するもの

であります。 



別紙 

   小金井市教育委員会職員の勤務時間等に関する規程の一部を改正する規程 

 

 小金井市教育委員会職員の勤務時間等に関する規程（平成４年教育委員会規程第１

１号）の一部を次のように改正する。 

 

別表勤務時間の項中「午後５時１５分」を「午後７時１５分」に改める。 

  

付 則 

この規程は、令和６年４月１日から施行する。 



議案第７号資料 

 

 

小金井市教育委員会職員の勤務時間等に関する規程の一部を改正する規程新旧対照表 

 

改正規程 現行規程 備考 

別表（第４条関係） 別表（第４条関係）  

 区分 図書館の職員   区分 図書館の職員   

 勤務時間 午前８時３０分から午後７時１５分までの

間において、４週間を平均し、１週間の勤

務時間が３８時間４５分を超えない範囲で

勤務するものとし、その割り振りは、業務

の実情に応じて館長が定める。 

 

  勤務時間 午前８時３０分から午後５時１５分までの

間において、４週間を平均し、１週間の勤

務時間が３８時間４５分を超えない範囲で

勤務するものとし、その割り振りは、業務

の実情に応じて館長が定める。 

 勤務時間の

変更 

 省略   省略   

 

   付 則 

 この規程は、令和６年４月１日から施行する。 

  

 



議案第８号 

 

 

小金井市学校運営協議会委員の解嘱について 

 

 

小金井市学校運営協議会に関する規則第１２条の規定に基づき、小金井市学校運営

協議会委員を別紙のとおり解嘱する。 

 

 

令和６年３月２６日提出 

 

小金井市教育委員会 

  教育長 大 熊 雅 士 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （提案理由） 

 本町小学校において、学校運営協議会委員の解嘱手続きを行う必要が生じたため、

本案を提出するものであります。 



 

 

別紙 

 

本町小学校運営協議会解嘱者一覧 

 

ふりがな 

氏  名 
所属・役職等 解嘱理由 

佐藤
さ と う

 健太郎
けんたろう

  ＰＴＡ代表 一身上の都合による 

 



議案第９号 

 

 

小金井市学校運営協議会委員の委嘱について 

 

 

小金井市学校運営協議会に関する規則第８条の規定に基づき、小金井市学校運営協

議会委員を別紙のとおり委嘱する。 

 

 

令和６年３月２６日提出 

 

小金井市教育委員会 

  教育長 大 熊 雅 士 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （提案理由） 

 小金井第三小学校、小金井第四小学校、東小学校、緑小学校、南小学校、小金井第

一中学校の学校運営協議会委員の任期満了に伴い、学校運営協議会委員の委嘱手続き

を行う必要が生じたことから、本案を提出するものであります。 



小金井第三小学校学校運営協議会委員名簿 

 

任 期  令和６年 ４月 １日から 

令和８年 ３月３１日まで 

 

ふりがな 

氏  名 
所属・役職等 

堀口
ほりぐち

 実
み

枝子
え こ

 健全育成 

小島
こ じ ま

 秀
ひで

治
はる

 町会 

原田
は ら だ

 彪
たけき

 町会 

黒須
く ろ す

 よし江
え

 健全育成 

小林
こばやし

 浩
ひろし

 健全育成 

大 林
おおばやし

 基
はじめ

 ＰＴＡ関係 

嶋内
しまうち

 和博
かずひろ

 ＰＴＡ関係 

伊藤
い と う

 弘美
ひ ろ み

 健全育成 

前田
ま え だ

 薫
くん

平
ぺい

 公募委員 

菱
ひし

戸
ど

 美紀
み き

 公募委員 

 



小金井第四小学校学校運営協議会委員名簿 

 

任 期  令和６年 ４月 １日から 

令和８年 ３月３１日まで 

 

ふりがな 

氏  名 
所属・役職等 

新保
に い ほ

 佳子
よ し こ

 元民生・主任児童委員 

山口
やまぐち

 縁
ゆかり

 地域子供会代表 

天野
あ ま の

 達
さと

彦
ひこ

 自治会長 

杉山
すぎやま

 雅楽子
う た こ

 幼稚園・保育園経営者 

日下部
く さ か べ

 順子
じゅんこ

 地域住民 

杉山
すぎやま

 孔
よし

宏
ひろ

 自治会防災委員長 

鈴木
す ず き

 由里
ゆ り

 地域住民 

渕上
ふちがみ

 直美
な お み

 本校地域コーディネーター 

前田
ま え だ

 剛
ごう

 公募委員 

服部
はっとり

 知
とも

郁
か

 公募委員 

 



東小学校学校運営協議会委員名簿 

 

任 期  令和６年 ４月 １日から 

令和８年 ３月３１日まで 

 

ふりがな 

氏  名 
所属・役職等 

齋藤
さいとう

 裕人
ひ ろ と

 元町会長 

古源
こ げ ん

 美紀
み き

 主任児童委員 

松浦
まつうら

 早
さ

紀子
き こ

 青少年健全育成地区委員会長 

江草
え ぐ さ

 清和
きよかず

 教育関係者 

長岡
ながおか

 好
よし

 保育園園長 

森
もり

 靖子
や す こ

 ＰＴＡ代表 

齋藤
さいとう

 寛和
ひろかず

 学校医 

成田
な り た

 普子
ひ ろ こ

 放課後子ども教室コーディネーター 

北山
きたやま

 季代
き よ

 公募委員 

大村
おおむら

 拓司
た く じ

 公募委員 

 



緑小学校学校運営協議会委員名簿 

 

任 期  令和６年 ４月 １日から 

令和８年 ３月３１日まで 

 

ふりがな 

氏  名 
所属・役職等 

太田
お お た

 吉子
よ し こ

 民生児童委員 

後藤
ご と う

 幹
みき

芳
よし

 PTA 元会長 

駒野
こ ま の

 愛子
あ い こ

 地域コーディネーター 

高井
た か い

良
ら

 健一
けんいち

 大学教授 

村井
む ら い

 芳
よし

久
ひさ

 健全育成地区委員 

八木
や ぎ

 尚子
な お こ

 地域コーディネーター 

吉田
よ し だ

 路子
み ち こ

 地域コーディネーター 

後藤
ご と う

 律子
り つ こ

 公募委員 

藤木
ふ じ き

 桜子
お う こ

 公募委員 

 



南小学校学校運営協議会委員名簿 

 

任 期  令和６年 ４月 １日から 

令和８年 ３月３１日まで 

 

ふりがな 

氏  名 
所属・役職等 

岡本
おかもと

 大作
だいさく

 町会長 

亀田
かめだ

 俊夫
としお

 専門学校学院長 

副島
そえじま

 賢
まさ

和
かず

 大学准教授 

林
はやし

  徹
とおる

 町会代表 

門井
か ど い

 睦
むつ

美
み

 民生・児童委員 

高橋
たかはし

 亜紀
あ き

 地域コーディネーター 

立
たて

道
みち

 泰
やす

寛
ひろ

 学童保育所 施設長 

清水
し み ず

 果
か

優
ゆ

 ＰＴＡ代表 

加辺
か べ

 博之
ひろゆき

 公募委員 

野中
の な か

 英邦
ひでくに

 公募委員 

 



小金井第一中学校学校運営協議会委員名簿 

 

任 期  令和６年 ４月 １日から 

令和８年 ３月３１日まで 

 

ふりがな 

氏  名 
所属・役職等 

川畑
かわばた

 美和子
み わ こ

 地域コーディネーター 

三笠
み か さ

 俊彦
としひこ

 地域住民（町会長） 

中島
なかじま

 雄
ゆう

佑
すけ

 特別支援学校 校長 

瀧島
たきじま

 啓司
ひ ろ し

 小学校 校長 

髙
たか

橋
はし

 洋一郎
よういちろう

 警察関係者 

梶山
かじやま

 由美子
ゆ み こ

 ＰＴＡ代表 

臼倉
うすくら

 美里
み さ と

 大学准教授 

彌
み

榮
え

 真知子
ま ち こ

 公募委員 

細川
ほそかわ

 猛彦
たけひこ

 公募委員 

 



議案第１０号 

 

 

小金井市スポーツ推進委員の委嘱について 

 

 

 小金井市スポーツ推進委員に関する規則第４条の規定に基づき、第３１期小金井市

スポーツ推進委員を別紙のとおり委嘱する。 

 

 

令和６年３月２６日提出 

 

小金井市教育委員会 教育長  大 熊 雅 士 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （提案理由） 

 令和６年３月３１日をもって第３０期小金井市スポーツ推進委員の任期が満了とな

ることに伴い、新たに委員を委嘱するため、本案を提出するものであります。 



№ 氏　名 委員歴 特技等 推薦団体

1 延本　泰一 １８年 サッカー

2 小林　靖子 １６年 バドミントン

3 加藤　淳子 ９年 ソフトボール

4 藤井　隆之 ９年 剣道

5 梶山　健志 ６年 アメリカンフットボール

6 野中　慎恭 ２年 ソフトボール

7 藤倉　航 ２年 卓球

8 野口　優子 新任 体操

9

10

11 田尻　直子 ８年 テニス

12 上田　真矢 １年 サッカー

13 鴨下　良子 新任 ソフトボール

14 三枝　敏洋 ２４年 サッカー

15 本橋　玲子 ２４年 テニス

16 長谷川　嘉子 ２０年 バレーボール

17 大澤　則雄 １８年 野球

18 北原　佳代 １６年 バレーボール

19 岩崎　恭子 ８年 フェンシング

20 鈴木　直子 ６年 剣道

21 明石　康平 ６年 水泳

22 吉田　路子 ６年 バスケットボール

23 岡本　靖治 ２年 陸上

24 山下　朱里 新任 卓球

25

小金井市教育委員会
生涯学習部生涯学習課

小金井市スポーツ推進委員 候補者名簿

任期　自：令和６年４月　１日

至：令和８年３月３１日

公益財団法人
小金井市体育協会

総合型地域スポーツクラブ
ＮＰＯ法人黄金井倶楽部



議案第１０号資料 

 

小金井市スポーツ推進委員の委嘱について 

 

１ 候補者数 

 ２２人 

 

２ 任期 

  ２年（令和６年４月１日から令和８年３月３１日まで） 

 

３ 男女比 

 男性９人（前期比△４人）、女性１３人（前期比＋１人） 

 

４ 年齢 

  平均年齢 ５４．７歳（前期比＋０．３歳） 

  男性平均年齢 ５０．４歳  女性平均年齢 ５７．６歳 

  

５ 再任・新任人数 

  再任１９人 新任３人 

 

６ 特技別 

   球技（１６人 内訳：野球２人、サッカー３人、バレーボール２人、ソフトボ

ール３人、テニス２人、卓球１人、バスケットボール１人、バドミントン１人、

アメリカンフットボール１人）、水泳（１人）、剣道（２人）、フェンシング（１人）、

陸上競技（１人）、体操（１人） 



議案第１１号 

小金井市図書館協議会委員の委嘱について 

 小金井市図書館協議会条例第３条に定める小金井市図書館協議会委員（第１８期）

を下記のとおり委嘱する。

令和６年３月２６日提出 

小金井市教育委員会 

教育長 大 熊 雅 士 

任期 自：令和６年 ３月２６日 

   至：令和７年１０月３１日 

氏  名 所属・推薦団体等 委員歴 摘  要 

北澤 隆司 小金井市社会教育委員の会議 新規 
３号委員 

社会教育委員 

（提案理由） 

第１８期小金井市図書館協議会委員の改選に際し、１人の欠員が生じていた。 

当該欠員を補充するため、新たに委員を委嘱する必要があることから、本案を提出

するものであります。 



議案第１１号資料

小金井市図書館協議会（第１８期）概要

１ 定  員  １０人

２ 任  期  ２年（令和５年１１月１日～令和７年１０月３１日）

３ 男女別数  男性 ４人（４０％） 女性 ６人（６０％）

４ 平均年齢  全体平均 ６７歳（男性７０歳 ・ 女性６１歳）

最高年齢 ７８歳（女性） 最低年齢 ４５歳（女性）

５ 再 任 等  再任者 ５人（５０％） 新任者 ５人（４０％）

６ 選任基準  小金井市図書館協議会条例

        小金井市図書館協議会委員候補者選出要綱



報告事項１資料                       令和６年３月２６日  

                              学校教育部指導室  

 

令和５年度 小金井市教育委員会児童・生徒表彰 表彰者一覧 

 

該当者 ・ 団体 ８件 
 

学 校 名 学年 氏名・団体名 表 彰 内 容 

東 小 学 校 ５年 松崎 航 第 44回文部科学大臣杯少年少女囲碁大会 出場  

緑 小 学 校 ６年 馬場園 塁唯 第 37回全日本小学生女子ソフトボール大会 出場     

小 金 井 

第一中学校  

卓球部 男子 
令和 5年度第 62回東京都中学校総合体育大会兼第 76回

東京都中学校卓球選手権大会 第 5位 

小 金 井 

第一中学校 
卓球部 女子 令和 5年度第 51回関東中学校卓球大会 出場 

緑 中 学 校 ２年 鎌田 夏 
第 76回東京都中学校支部対抗陸上競技選手権大会      

男子 2年 100M 第 3位 

緑 中 学 校 ３年 蛸井 幹大 
第 23回第 7・8・10ブロック水泳競技大会        

50M平泳ぎ 第 1位 

南 中 学 校 ３年 市尾 柑奈 
第 40回ＮＨＫ杯全国中学校放送コンテストアナウンス部

門 出場 

南 中 学 校 ３年 丹澤 美舞 
第 40回ＮＨＫ杯全国中学校放送コンテスト朗読部門 入

選 

 



報告事項 ２ 資料               令和６年３月２６日 

                        学 校 教 育 部 指 導 室  

 

令和５年度 学校における働き方改革 まとめ 

 

１ 目標の達成度 

目標 １か月あたりの時間外在校時間が８０時間を超える教員をゼロにする。 

 

令和５年１１月に市教育委員会が実施した小金井市立学校教員勤務実態調査で

は、１か月あたりの時間外在校時間が８０時間を超える教員は１２人（昨年度２

８人）２．８％（昨年度６．８％）であった。昨年度と比較し、１６人減、４ポ

イント減であった。 

なお、令和４年１２月から令和５年１１月（１２月間）の１か月あたりの時間

外在校時間が８０時間を超える教員の平均人数は小学校で月７．９人（昨年度１

１．１人）、中学校で月１１人（昨年度１０．６人）であった。 

 

２ 令和５年度の取組 

⑴【方策１】在校時間の適切な把握と意識改革の推進  

  → １１月に働き方改革キャンペーン月間を実施した。  

１１月に働き方改革キャンペーン月間を設定し、出退勤システム及び自身の時

間外在校時間を記録するシートを活用するなどして、教員に時間を意識した仕

事を考えさせた。またワーク・ライフ・バランスの実現を果たしていくことの大

切さを、管理職から教員に対し機会を捉え伝えた。 

 

⑵【方策２】定時退庁日や夏季休業期間中における連続した学校閉庁日の設定 

       → ８月７日から４日間の学校閉校日を実施した。 

    令和５年８月７日（月）～１０日（木）の平日４日間を一斉閉校日とした。

これにより、土日祝日を含め実質 8/5～13の９日間連続の休日となった。 

 

⑶【方策３】中学校部活動外部指導者の派遣 

   → 部活動指導員・外部指導員を有効活用した。 



専門的指導の充実と教員の部活動の負担軽減を目的に配置している部活動指

導員を各校２人に増員して、中学校部活動の地域移行に向けた基盤づくりを進

めるとともに、部活動担当教員の業務軽減を図った。また、国の方針を受けて、

部活動の地域連携・地域移行に係る検討委員会を新たに立ち上げた。 

 

⑷【方策４】教員業務の見直しと業務改善の推進  

 → スクール・サポート・スタッフを有効活用した。 

 教育委員会は調査、研修会等の精選を進めるとともに、研修会等は内容に応じ

てオンライン化を図った。また、ペーパーレスの推進などＩＣＴを活用した取組、

校務分掌の分担の平準化等は、各学校が推進した。 

教員の雑務を手伝うスクール・サポート・スタッフ配置時間数を継続配置し、

大規模校については２人分配置し必要に応じて有効活用した。 

 

⑸【方策５】副校長の業務負担の軽減 

 → 学校共同事務室・支援職員による副校長業務の負担軽減を進めた。 

 → 副校長補佐を有効活用した。 

   副校長の業務負担軽減のために、学校共同事務室・支援職員による業務改善

を進めた。各校に配置している学校事務支援職員が業務分担表をもとに業務を

担った。また、副校長の業務の一部を担うための副校長補佐を令和４年度途中

より１４校全校に配置しており、有効に活用した。 

 

３ 評価 

   指標となる１か月あたりの時間外在校時間が８０時間を超える教員の全体の

割合は、２．８％（昨年度６．８％）で４ポイント減であり、小学校教員は

０．７％（昨年度４．６％）、中学校教員も７．３％（昨年度１１．３％）と減

少している。また副校長は７．１％（昨年度７．１％）で同じだが、１か月あ

たりの時間外在校時間の平均は５０時間５４分（昨年度５７時間５０分）と減

少した。 

引き続き外部人材、スクール・サポート・スタッフ、副校長補佐、部活動指

導員等を有効に活用することによって、特に中学校教員と副校長の業務軽減を

図っていきたい。 



報告事項  ２  資料                令和６年３月２６日 

                        学 校 教 育 部 指 導 室 

 

令和６年度 学校における働き方改革 計画 

 

１ 目標 

 

目標 １か月あたりの時間外在校時間が８０時間を超える教員をゼロにする 

   １か月あたりの時間外在校時間が４５時間以上の教員を３０％以下にする 

 

小金井市では文部科学省の指針に基づき、「小金井市立学校の管理運営に関する

規則」を改正し、時間外在校時間の上限を次の通り追加している。 

 

【小金井市立学校の管理運営に関する規則（令和２年１１月１日改正）】 

第２６条 時間外在校時間の上限 

⑴ １月について４５時間 

⑵ １年について３６０時間 

２ 一時的又は突発的に所定の勤務時間外に業務を行わざるを得ない場合の上限 

⑴ １月について１００時間未満 

⑵ １年について７２０時間 

⑶ １月ごとに区分した各期間に当該各期間の直前の１月、２月、３月、４月 

及び５月の期間を加えたそれぞれの期間において１月当たりの平均時間 

について８０時間 

⑷ １年のうち１月において所定の勤務時間以外の時間において４５時間を

超えて業務を行う月数について６月 

 

令和５年１１月に市教育委員会が実施した小金井市立学校教員勤務実態調査で

は、月合計の時間外在校時間１００時間以上の教員は６人（１．４％）、８０時間

以上の教員は１２人（２．８％）、４５時間以上の教員は１５３人（３６．２％）

であった。引き続き東京都教育委員会の目標に準じて当面は１か月あたりの時間

外在校時間が８０時間を超える教員をゼロにすることを目標とすることに加え、

４５時間以上の教員を３０％以下にすることを当面の目標とする。 

 

２ 令和６年度の取組 

⑴【方策１】在校時間の適切な把握と意識改革の推進  

 → １１月に働き方改革キャンペーン月間を実施する  

出退勤システムを導入し、年間を通して教員の出退勤を把握できるようなった

が、意識付け、経年比較及び取組の検証のために、１１月に働き方改革キャンペ



ーン月間を設定する。またワーク・ライフ・バランスの実現を果たしていくこと

の大切さを、管理職から教員に対し機会を捉え伝えていく。 

また、個々の教員のデータを集約し、時間外在校時間の上限を超える教員には、

管理職による面談を実施していく。 

⑵【方策２】定時退庁日や夏季休業期間中における連続した学校閉庁日の設定 

       → ８月１３日から４日間の学校閉校日を実施する  

    令和６年８月１３日（火）～１６日（金）の平日４日間を一斉閉校日とす

る。これにより、土日祝日を含め実質 8/10～18 の９日間連続の休日となる。 

 

⑶【方策３】中学校部活動外部指導者の派遣 

   → 部活動指導員・外部指導員を有効活用する  

従来の部活動指導員、部活動外部指導員等の有効活用に加え、中学校部活動

の地域移行に向けた基盤づくりとして、各校２人の部活動指導員に対して、さ

らに２人を２校に配置を検討し、部活動担当教員の更なる業務軽減を図る。ま

た、部活動の地域連携・地域移行に係る検討委員会において教員の部活動の負

担軽減の方策について協議する。 

 

⑷【方策４】教員業務の見直しと業務改善の推進  

 → スクール・サポート・スタッフ、支援スタッフを有効活用する  

   教育委員会からの調査、研修会等の精選を引き続き進める。学校での業務見

直し、校務分掌の分担の平準化等は、各学校でさらなる推進を図っていく。ま

た教員の雑務を手伝うスクール・サポート・スタッフの大規模校における拡充

措置をしているため、有効に活用し、教員の業務軽減を図る。なお、小学校に

おいては各校２名の支援スタッフを年度途中で配置することを検討しており、

配置された場合は有効に活用し、教員の業務軽減を図る。 

 

⑸【方策５】副校長の業務負担の軽減 

 → 学校共同事務室・支援員による副校長業務の負担軽減を進める  

 → 副校長補佐を有効活用する  

   副校長の業務負担軽減のために、学校共同事務・支援員が業務分担表をもと

に副校長の業務軽減を図る。また、１４校に配置している副校長補佐を有効に

活用し副校長の業務軽減を図り、配置校への継続配置を東京都に要望する。 



教育委員会の今後の日程

令和６年３月２６日

会　　議　　名 日　　　時 場　　　所

退職校長・副校長の市長への挨拶
３月２９日（金）
午後２時１５分

庁議室

新補・転補校長辞令伝達式
及び市長への挨拶

４月１日（月）
午後３時１５分

庁議室

小学校入学式
４月８日（月）
午前１０時３０分

各小学校

中学校入学式
４月９日（火）
午前１０時

各中学校

令和６年
第４回教育委員会定例会

４月９日（火）
午後１時３０分

８０１会議室

第１回総合教育会議
４月９日（火）
午後３時

８０１会議室

東京都市町村教育委員会連合会
第１回常任理事会・理事会

４月３０日（火）
午後１時・２時

東京自治会館

令和６年
第５回教育委員会定例会

５月１４日（火）
午後１時３０分

８０１会議室

市教育委員会訪問
５月２２日（水）
午前１０時

本町小学校


